
医療現場等における

遠隔手話通訳サービスの提供について
このサービスは、新型コロナウイルス感染症等で医療機関とのコミュニケーションが必要に
なった聴覚障害者が、自身のスマートフォン・タブレット等を使って、とちぎ視聴覚障害者情報
センターが手配する手話通訳者から遠隔で手話通訳サービスを受けるものです。

社会福祉法人栃木県社会福祉協議会 とちぎ視聴覚障害者情報センター

依頼から通訳までの基本的な流れ

①利用者はお住まいの市町にＦＡＸ等で通訳依頼書を送
付します。

依頼書には、氏名、年代、住
所、使用アプリなどの情報を
記入してください。

●新型コロナウイルス感染症の症状●
発熱、頭痛、息苦しい、だるい、咳が
続く、味やにおいがわかりにくいなど

②とちぎ視聴覚障害者情報センターは市町から手話通
訳者の調整依頼を受け、関係機関と情報共有しながら、
手話通訳者の手配やサービスの準備を行います。
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連絡調整

③利用者は自分のスマートフォンやタブレットを持って、
医療機関への受診等を行います。手話通訳者はとちぎ
視聴覚障害者情報センターから、遠隔で通訳します。

●利用者は専用の依頼書で、居住する
市町の派遣窓口に通訳申請をします。

●依頼時には、通信に使用するアプリ
（LINE/FaceTime/Skype）を選びます。
ご自身のスマートフォン・タブレットにア
プリをダウンロードしてください。

●依頼書の内容は、市町・とちぎ視聴
覚障害者情報センター・医療機関等が
情報共有します。

●手話通訳は、栃木県登録手話通訳
者が対応します。

●手話通訳者が決まった後、依頼市町
に「決定通知」をお送りします。

●依頼のあった日時に、手話通訳者か
ら依頼者のスマートフォン・タブレットに
ビデオ通話を接続します。

●スマートフォン・タブレットは、手話が
映るように角度を調整してください。

●遠隔手話通訳では、時間差が生じた
り、音声が不明瞭になったりすることが
あります。

栃木県遠隔手話通訳サービス事業



医療スタッフの方へ～円滑な遠隔手話通訳を行うためのお願い～

○利用者（聴覚障害のある方）は体調不良や機器の操作が苦手なことで、ご自身で操作等を行え
ない場合がありますので、接続の補助等のご配慮をお願いします。

○医療スタッフと手話通訳者が顔合わせを行い、遠隔手話通訳で情報保障を行うことを確認して
から診察を始めてください。

○利用者が持参するスマートフォン・タブレットは、音量設定がゼロになっている場合があります。
利用者は音の確認ができませんので、調整等をお願いします。

○手話通訳を行うため、画面には利用者の顔・上半身・手が映る必要があります。
診療体勢等により、スマートフォン・タブレットの角度調整をお願いします。

○遠隔手話通訳では、タイムラグが発生します。医療スタッフの方には、できるだけゆっくり・はっきり
お話しいただきますようお願いします。

○通信映像が固まる・乱れる等のトラブルが生じた場合は、一度通信を切り、再接続することがあり
ますので、ご理解・ご対応をお願いします。

○通信速度が遅いと手話通訳が困難になる場合があります。場合によって、医療機関が所有して
いるタブレットや院内Wi-Fi等を使用させていただく等のご配慮をお願いします。

○万が一、通信環境が悪く遠隔手話通訳ができない場合には、筆談でのご対応をお願いします。
利用者の中には日本語文法を苦手とする方もいますので、短く簡潔にお伝えください。

遠隔手話通訳サービスとは

○手話は、聴覚障害のある方とのコミュニケーションの一つです。手話通訳者は、音声を手話で
聴覚障害のある方に伝え、聴覚障害のある方の手話を音声で聞こえる方に伝える役割を担って
います。

○遠隔手話通訳サービスは、新型コロナウイルス感染症等のリスクにより手話通訳者が同行でき
ない場合に、スマートフォンやタブレットで通信し、遠隔で手話通訳を提供するものです。

遠隔手話通訳サービスに関するお問い合わせ先

社会福祉法人栃木県社会福祉協議会

とちぎ視聴覚障害者情報センター

〒320-8508 栃木県宇都宮市若草1-10-6 とちぎ福祉プラザ内
TEL・FAX：028-627-6889 メールアドレス：shuwahaken@tochigikenshakyo.jp
開館日：毎週月曜～土曜 9時～17時（祝日・年末年始を除く）

★遠隔手話通訳サービスの提供に関する詳細について★


